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１． はじめに

高分子材料を代表するプラスチックは，金属，

セラミックに並ぶ三大材料の一つであり，軽くて

丈夫，加工が容易，安価である等の理由で様々な

用途に使用されている．最近では強度も向上し，

構造体等にも使用されるようになってきている．

しかしながら，プラスチックは他の材料に比べ自

然環境下において劣化が起こりやすい．光，熱，

雨風，微生物など劣化の原因は様々であり，初期

強度は十分に性能を満たすものであっても，環境

によっては，劣化により急激に強度が低下するこ

ともある．そこで，強度がどの程度保持されてい

．るかという評価は，安全性の面からも重要である

これまで，高分子材料の劣化については多くの

研究がなされている．自然環境下の屋外暴露試験

（主に光と雨による劣化）は材料の寿命を知る上

，で非常に重要であるが，時間がかかりすぎるため

屋外暴露試験に代わる促進暴露（劣化）試験の研

究が盛んに行われている．これは，所定の暴露時

間後に強度試験（主に引張試験）を行い，材料の

強度保持率を求めるものである．しかし，光照射

による劣化は試料表面から起こり，時間の経過と

ともに試料の中心部へと劣化が進むので，中心部

と外側とでは劣化の程度が異なる．そのため，試

料の形状や厚さが異なると，先の試験結果は使え

ない．また，実際の製品を試験したいときなど，

試験片が強度試験用の形状に採取できないことも

やある．そこで別の劣化評価方法として，FT-IR
のような分析機器を使った方法がある ．こDSC 1)

れらの方法は試料が少量で済むので，試験片の制

＊ 材料技術グループ

約は強度試験よりも少ない．しかし，これらの分

析機器による方法は，劣化の有無や進み具合の評

価は可能であるが，強度低下については評価でき

ない．そこで本研究では， および を用FT-IR DSC
いて深さ方向への劣化を評価し，そこから得られ

た劣化深度によって，強度低下の評価が可能であ

るか検討を行った．

２． 実験方法

２．１ 試験片の作製

試験片の材料には，一般的な高分子材料であ

るポリプロピレン（ ）を選択した．試験片はPP
号形試験片とし，厚さ の試JIS K 7113 1 3mm

験片を射出成形により作製した．

２．２ 促進劣化試験

光による劣化を速めるために，キセノンウェ

．ザーメーターを使用して促進劣化試験を行った

試験条件は，照度 ，ブラックパネル温60W/m2

度， ℃，槽内湿度 ，降雨は無しとし63 50%RH
た．アウターフィルターは 以下をカット275nm
するものを選択した．

２．３ 劣化深度の評価

促進劣化試験後の試験片について，表面から

深さ（厚さ）方向へ薄くスライスしていき，表

，面のものからから順番に測定を行った．測定は

（ 法）により赤外スペクトルを，まFT-IR ATR
た （昇温速度 ℃ ）により融点の測DSC 10 /min
定を行った．劣化深度の評価は，促進劣化 時0
間（劣化前）の試験片の表面と同じスペクトル

や融点を示したところで測定を終了し，その時

の深さを劣化深度とした．








